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不不法法投投棄棄のの撲撲滅滅にに向向けけてて

不
法
投
棄
の
現
状

本
市
で
は
『
不
法
投
棄
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
』を

合
言
葉
に
不
法
投
棄
の
撲
滅
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

過
去
３
年
間
の
ご
み
の
不
法
投

棄
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

不法投棄
相談件数

95件

69件

101件

265件

平成18年度

平成19年度

平成20年度

計

現
在
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
の
行
為

者
を
特
定
し
、
行
為
者
に
ご
み
の

回
収
、
処
分
を
行
わ
せ
て
い
ま
す
。

※

併
せ
て
土
地
の
管
理
者
に
は
、

下
草
を
刈
る
な
ど
、
土
地
の
管
理

を
徹
底
し
て
行
い
、
不
法
投
棄
さ

れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

※
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
５
条
（
清
掃
の

保
持
）」
に
お
い
て
「
土
地
又
は

建
物
の
占
有
者
（
占
有
者
が
な

い
場
合
に
は
、
管
理
者
と
す
る
。

以
下
同
じ
）
は
、
そ
の
占
有
し
、

又
は
管
理
す
る
土
地
又
は
建
物

の
清
潔
を
保
つ
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１３
年
に
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
不
法

投
棄
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
、
黒
磯
地
区
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
を
調
査
し
た
結
果

が
左
の
表
で
す
。

不法投棄台数
（黒磯地区）

662台

302台

214台

4台

1,182台

種類

テレビ

冷蔵庫

洗濯機

エアコン

合計

調
査
は
、
黒
磯
地
区
の
み
実
施

し
ま
し
た
が
、
市
全
体
で
は
、
相

当
数
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
対
策

不
法
投
棄
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
を
図
る
た
め
次
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
担
当
職
員
や
廃
棄
物
監
視
員
に

よ
る
監
視
活
動
（
夜
間
、
早
朝

を
含
む
）

●
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
や
森
林

組
合
と
の
協
定
に
よ
る
不
法
投

棄
行
為
発
見
時
の
通
報

●
広
報
な
す
し
お
ば
ら
へ
の
啓
発

記
事
の
掲
載

●
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
へ

ご
み
捨
て
禁
止
看
板
の
設
置

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

不法投棄をしない させない ゆるさない

分譲地に投棄された冷蔵庫

夜間監視パトロールの様子不法投棄されやすい場所へ設置
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不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ

家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投
棄
、

悪
質
業
者
に
よ
る
大
規
模
不
法
投

棄
な
ど
は
、
夜
間
、
早
朝
な
ど
人

目
の
少
な
い
時
間
帯
に
多
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
環
境
対

策
課
で
は
、
夜
間
や
早
朝
の
時
間

帯
に
も
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
監

視
に
は
限
界
が
あ
ま
す
。
２４
時
間

の
常
時
監
視
の
必
要
性
か
ら
不
法

投
棄
監
視
カ
メ
ラ
を
本
年
度
か
ら

導
入
し
、
設
置
し
ま
し
た
。

監
視
カ
メ
ラ
は
、
車
輌
や
人
物

を
自
動
感
知
し
、
赤
外
線
照
射
型

で
夜
間
で
も
撮
影
が
可
能
で
す
。

設
置
箇
所
の
地
権
者
の
協
力
を
得

て
設
置
し
、
監
視
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

警
察
と
の
連
携

不
法
投
棄
は
、
犯
罪
で
す
。

那
須
塩
原
市
内
に
お
い
て
、
毎

年
数
名
の
不
法
投
棄
行
為
者
が
検

挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
現
場
に
お
い
て
、
行

為
者
に
関
係
し
て
い
る
も
の
を
発

見
し
た
時
は
、
直
ち
に
警
察
に
通

報
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
か
ら
「
不
法
投
棄

行
為
者
の
車
（
ナ
ン
バ
ー
）
を
確

認
し
た
」
と
の
情
報
も
寄
せ
ら
れ
、

警
察
と
の
連
携
に
よ
り
、
早
期
解

決
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
を
は
じ
め
、
ご
み
の

不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
す
。

行
為
者
は
法
律
に
よ
り
「
五
年

以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円（
法

人
は
一
億
円
）
以
下
の
罰
金
又
は

こ
れ
ら
の
併
科
」
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
撲
滅
に
向
け

ご
み
の
不
法
投
棄
を
な
く
す
の

は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
モ
ラ
ル
の
な

い
人
に
よ
る
、
ご
み
の
不
法
投
棄

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
投
棄
物
の

放
置
は
、
景
観
を
損
ね
る
ば
か
り

か
、
害
虫
の
発
生
、
悪
臭
、
地
下

水
へ
の
影
響
、
さ
ら
な
る
便
乗
投

棄
の
可
能
性
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま

す
。便

乗
投
棄
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
高
い
道
路
沿
い
の
投
棄
物
は
、

市
も
回
収
し
、
処
分
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
市
民
一
斉
美
化
運
動

に
お
い
て
、
多
く
の
不
法
投
棄
物

を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
回
収
し
た
廃
棄
物
は
、

タ
イ
ヤ
、
家
電
製
品
な
ど
処
理
費

用
が
高
額
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
、

そ
の
処
分
に
多
く
の
税
金
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、

絶
対
に
許
せ
な
い
行
為
で
す
。

不
審
車
輌
の
発
見
時
は
、
車
の

ナ
ン
バ
ー
、
行
為
者
の
特
徴
な
ど

を
教
え
て
頂
け
る
と
、
行
為
者
を

特
定
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
減
少
に
大
き

な
期
待
が
持
た
れ
る
不
法
投
棄
監

視
カ
メ
ラ
で
す
が
、
設
置
に
は
、

設
置
箇
所
の
地
権
者
の
同
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
ご
み
の

落
ち
て
い
な
い
清
潔
で
美
し
い
那

須
塩
原
市
を
目
指
し
、
市
民
と
行

政
が
一
丸
と
な
っ
て
不
法
投
棄
を

撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
４
４

清
掃
活
動
に
ご
み
袋
を

支
給
し
て
い
ま
す

那
須
塩
原
を
き
れ
い
に
す
る
市

民
運
動
（
ク
リ
ー
ン
な
す
し
お
ば

ら
推
進
運
動
）
で
は
、
市
民
団
体

な
ど
が
行
う
清
掃
活
動
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）
に
対
し
、
ご
み
回

収
袋
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
回
収
袋
の
支
給
申
請

清
掃
活
動
を
実
施
す
る
前
に「
ご

み
回
収
袋
支
給
依
頼
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
回
収
袋
の
種
類

透
明
袋
（
４５
�
）
と
手
提
げ
袋

※
回
収
し
た
ご
み
は
那
須
塩
原
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
）

※
持
ち
込
み
の
際
は
、
事
前
に
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
減
免
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
を
き
れ
い
に
す
る
市

民
運
動
推
進
本
部
事
務
局

■本
環
境
対
策
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
３
０
１

■西
市
民
生
活
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
４

■塩
市
民
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
３
９

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

警察による現場検証の様子
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自
動
交
付
機
は
自
分
で
登
録
証
を
使

い
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録

証
明
書
を
発
行
す
る
機
械
で
す
。

こ
の
自
動
交
付
機
の
利
点
は
大
き
く
分

け
て
２
点
あ
り
ま
す
。

①
自
動
交
付
機
を
利
用
す
れ
ば
平
日
は
も

ち
ろ
ん
、
土
・
日
曜
、
祝
日
も
利
用
で

き
ま
す
。

②
申
請
書
の
記
入
が
省
略
で
き
ま
す
。

※
利
用
が
出
来
る
時
間
は
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
で
す
。

※
窓
口
時
間
延
長
の
時
は
午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
（
西
那
須
野
庁
舎
は
木

曜
、
本
庁
舎
は
金
曜
に
行
っ
て
い
ま
す
）

※
年
末
年
始
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

自
動
交
付
機
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

自
動
交
付
機
は
本
庁
舎
、
西
那
須
野
庁

舎
の
２
カ
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

自
動
交
付
機
で
取
得
で
き
る
証
明
書
は
？

①
印
鑑
登
録
証
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
の

印
鑑
登
録
証
明
書

②
そ
の
人
の
個
人
の
住
民
票

③
そ
の
人
の
世
帯
の
個
人
の
住
民
票

④
そ
の
人
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
住
民
票
を
取
得
す
る
場
合
は
、
本
籍
・

筆
頭
者
、
世
帯
主
と
の
続
柄
を
載
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
利
用
方
法
は
？

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
暗
証
番

号
の
登
録
が
あ
る
印
鑑
登
録
証
が
必
要

で
す
。
印
鑑
登
録
証
は
、
印
鑑
登
録
を

し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
印

鑑
登
録
を
行
っ
た
人
全
員
が
持
っ
て
い

ま
す
。

※
暗
証
番
号
が
登
録
で
き
る
カ
ー
ド
は
写

真
に
あ
る
２
種
類
で
す
。

そ
れ
以
外
の
印
鑑
登
録
証
で
自
動
交
付

機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

自
動
交
付
機
の
操
作
は
？

登
録
証
を
挿
入
し
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を

操
作
し
ま
す
。
画
面
の
指
示
に
従
っ
て

操
作
を
す
れ
ば
証
明
書
が
簡
単
に
発
行

で
き
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
？

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
印
鑑
登

録
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
印
鑑
登
録
を
し
な
け
れ
ば

自
動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

印
鑑
登
録
手
続
き
方
法

登
録
す
る
印
か
ん
・
身
分
証
明
書
（
官

公
庁
が
発
行
し
て
い
る
顔
写
真
が
つ
い

て
い
る
も
の
）
を
持
っ
て
本
人
が
窓
口

に
来
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
証
が
写
真
の
も
の
と
は
違
う
の

で
す
が
？

自
動
交
付
機
に
対
応
し
て
い
な
い
古
い

印
鑑
登
録
証
は
、
新
し
い
印
鑑
登
録
証

に
交
換
し
ま
す
。
交
換
後
に
暗
証
番
号

を
登
録
す
る
と
、
自
動
交
付
機
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

交
換
方
法

古
い
印
鑑
登
録
証
と
身
分
証
明
書
（
官

公
庁
が
発
行
し
て
い
る
顔
写
真
が
つ
い

て
い
る
も
の
）
を
持
っ
て
本
人
が
窓
口

に
来
て
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
を
忘
れ
た
時
は
？

登
録
さ
れ
た
暗
証
番
号
に
つ
い
て
答
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
暗
証
番
号
を

忘
れ
た
と
き
は
、
暗
証
番
号
の
変
更
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
登
録
方
法

印
鑑
登
録
証
と
身
分
証
明
書
（
官
公
庁

が
発
行
し
て
い
る
顔
写
真
が
つ
い
て
い

る
も
の
）
を
持
っ
て
本
人
が
窓
口
に
来

て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
い
く
ら
で
す
か
？

①
証
明
書
発
行
…
２
０
０
円

②
印
鑑
登
録
…
…
５
０
０
円

③
登
録
証
交
換
、
暗
証
番
号
登
録
…
無
料

便
利
な
自
動
交
付
機
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課
�
０
２
８
７（
６２
）７
１
３
２

■西
市
民
生
活
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
２

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

申
請
は
自
動
交
付
機
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
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70 歳未満の人が入院したとき、
保険証と「限度額適用認定証」を
医療機関に提示することで、入院
時の窓口での支払いが限度額まで
になります。
医療費の自己負担限度額は所得
区分に応じて異なります。この限
度額認定証は医療機関の窓口でそ
の所得区分を明らかにするための
ものです。
入院が決まったら、入院前に申
請しましょう。
ただし、国民健康保険税の滞納
のない世帯に限ります。
認定証の有効期限は、申請した

月の初日（申請した月に国保に加
入した人は、国保被保険者になっ
た日）から、毎年 7月3１日までで
す。
現在、限度額認定証を持ってい
る人は有効期限が 7月31日までに
なっています。引き続き必要な場
合は、 8月 3日以降に手続きをし
てください。

申請に必要なもの
・印かん
・国民健康保険証
・世帯全員の住民税決定証明書
（転入した人のみ）

国 民健康保険被保険者で、右表（低
所得者Ⅰ・Ⅱ）に該当する人は、「標準
負担額減額認定証」を提示することで
入院時の食事代が減額されます。
入院がきまったら、入院する前に手
続きをしてください。
認定証の有効期限は、申請した月の
初日（申請した月に国保に加入した人
は、国保被保険者になった日）から、
毎年 7月31日までです。
現在、減額認定証を持っている人は
有効期限が 7月31日までになっていま
す。引き続き必要な場合は、 8月 3日
以降に手続きをしてください。

70歳未満の国民健康保険加入者の皆さん
入院するときは限度額適用認定証の申請を
お願いします。

※1 基礎控除後の総所得金
額などが600万円を超え
る世帯。所得の申告をし
ていない人も上位所得者
とみなされます。

※2 過去12カ月間に、一つ
の世帯での支給が4回以
上あった場合の4回目以
降の限度額。

4 回目以降の
限度額 ※2

44,400円

83,400円

24,600円

自己負担限度額（月額）

3回目までの限度額

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％

35,400円

所得区分

一般

上位所得者 ※1

住民税非課税世帯

国民健康保険の被保険者
申請により入院時の食事代が安くなります

65歳以上で療養病床に入
院する場合

1日当たり
の居住費

320円

320円

320円

1食当たり
の食費

460円

210円

130円

1食当りの
食費

260円

210円

160円

100円

現役並み所得者 一般

90日以下の入院

90日を超える入
院

低所得者�（70歳以上）
住民税非課税かつ世帯の各所
得が必要経費・控除を差し引
いたときに0円となる人

低所得者�
住民税非課
税世帯の人

問い合わせ
■本保健課 �0287（62）7129
■西保健福祉課 �0287（36）1111

内線135
■塩市民福祉課 �0287（32）2988

問い合わせ
■本保健課 �0287（62）7129
■西保健福祉課 �0287（36）1111

内線135
■塩市民福祉課 �0287（32）2988

平成21年 7月20日号５



み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

平
成
２０
年
に
栃
木
県
で
発
生
し
た
刑
法

犯
の
認
知
件
数（
警
察
が
把
握
し
た
犯
罪
）

は
約
２
万
８
５
０
０
件
。
５
年
連
続
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
、
那
須

塩
原
市
の
認
知
件
数
は
１
７
３
０
件
で
前

年
よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
空
き
巣
や
自
転
車
の
盗
難
、

車
上
ね
ら
い
な
ど
身
近
な
犯
罪
は
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
声

か
け
事
案
、
さ
ら
に
振
り
込
め
詐
欺
も
依

然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯

犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
市
民
一

人
一
人
が
防
犯
意
識
を
持
ち
、
行
動
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な

ど
、
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
大
き
な
抑
止
力
に

な
り
ま
す
。

防
犯
上
の
注
意
点

●
空
き
巣
の
被
害
防
止

必
ず
鍵
を
か
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

補
助
錠
を
活
用
し
て
「
ワ
ン
ド
ア
・
ツ

ー
ロ
ッ
ク
」
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
被
害
防
止

対
策
の
基
本
は
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
で
す
。

Ｕ
字
、
ワ
イ
ヤ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど
補

助
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
、
複
数
の
鍵
を
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
狙
い
被
害
防
止

わ
ず
か
な
時
間
で
も
自
動
車
か
ら
離
れ

る
と
き
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、

施
錠
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
貴
重

品
に
限
ら
ず
車
内
に
は
バ
ッ
ク
な
ど
の

物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
７

親子で一緒に携帯の話をしましょう

子どもたちの携帯利用をめぐって、さまざまな問題が発生

しています。日ごろから何でも相談できる家族の雰囲気づく

りが大切です。どんなとき「お金を払わなければならなくな

るのか」（契約の基本）について、よく話し合っておくことも

重要です。

子どものコーナー

さて、次のような請求メールが届いたら、どうする？

重要なお知らせ

あなたが登録されたサイトの料金が未納です。すぐに連絡

してください。

①電話をかけ、おこづかいで支払える金額なら支払う。

②電話をかけ、支払わないと言う。

③メールで断る。

④友達に相談する。

⑤親や先生などに相談する。

登録した覚えがないときはもちろん、「実は登録してしまっ

たかも」と思ったときでも、「請求されたから」「払える金額だ

から」と、簡単に考えたり、いきなり相手に連絡したりして

はいけません。まず、親や先生などに相談しましょう。友達

に相談するのもよいのですが、最後は子どもだけで判断せず、

信頼できる大人に相談しましょう。正解は⑤です。

保護者のコーナー

では、子どもから相談されたら、大人としてどう答えたら

いいでしょう？

●まず、事実をできるだけ正確に聞き取りましょう。

請求メールをすべて「架空」「不当」と決め付けないで、契

約をしたかどうか（意思の合致があったかどうか）を考え

てみましょう。

●誰と、いつ、何を、いくらで、どうすることにしたのかに

ついて、覚えがない場合は契約が成立したとは言えません。

●根拠が不明な請求については①、②、③のように自分から

連絡する必要はなく、連絡すれば自分の個人情報が相手に

知られることにもなるので、危険です。どのように危険か

を子どもたちによく説明してあげてください。

●契約が成立していたら、料金の支払い義務は生じますが、

内容によっては無効や取り消しができる場合もあります。

●判断に迷ったときは、消費生活センターへご相談ください。

消費生活センター（いきいきふれあいセンター内）
�0287（63）7900

（開設時間：平日の午前8時30分～午後5時）

※消費生活センターは「消費者個人」と「事業者」との間のトラブ
ルに関する相談を受け付けている機関です。

平成20年市内の身近な犯罪発生状況

６平成21年 7月20日号



企画展「昆虫の生活探検隊
ー虫の不思議を探ってみようー」

好評開催中 8月30日（日）まで

●子ども科学教室参加者募集
�������	
�������������
������	���� !"#$%�
と き／テーマ
& 1' 8(29)*+,-./012134���5
& 2' 11(7)*+,-.6�789:;5
& 3' <= 1(16)*+,-.>?��@:A5

時 間 BC 9DEFGH11D30G
対 象 I� 4J 5J 6=K
定 員 L'20M*NO8'�PQ4�RS�,
費 用 TU
申し込み VWXY

●平成21年度那須野が原自然講座
「那須野の自然誌Part 3」受講生募集
時 間 L'BZ 1D30GH 3D30G
ところ VWX[\]
プログラム

受講料 TU
定 員 70M*^_ �`a&bcd`,
申し込み VWXY

●8月の親子体験チャレンジ

とき テーマ 材料費 定員

8 ／ 2（日）竹で水デッポウをつくろう 100円 40人

8 ／ 9（日）小枝で虫をつくろう 300円 40人

8 ／16（日）木の実でフォトフレーム 300円 50人

時 間 BC10D�e*f�BC 9D30GH 9D55G,
ところ VWX[\]

●那須野が原ハーモニーホール会館15周年記念事業
劇団わらび座ミュージカル「おくのほそ道」
11月 8日（日）／午後2時開演／小ホール
全席指定 大人3,000円（友の会2,700円）
ghi�j�klm�`$%�
�nopq no8rsJtuvwxyz{

●劇団わらび座ミュージカル「おくのほそ道」
ミュージカル体験ワークショップ
9月22日（火）／午後1時30分開演／大ホール
全席指定 大人3,000円（友の会2,700円）
hiTU*|hi}~�,
ghi�j�klm�`$%�
g�)��D� ��rs"XI��� ��
�
�������.�e�����������8
����8���	
����5� �
g¡¢£8¤¥�bcd`$:¦�

§¨'8©ª4��n«4v
¬:
���®¯°±J²³
´µ°±¶·©ª ¸¹	
ª
º�»��©ª�¼`m½$%�
¾¿�@:��RS��

チケット好評発売中！
あまのじゃく

●太鼓集団天邪鬼 魂の響き－Soul beat－
10月 4日（日）／午後2時開演
全席自由 一般2,000円 小中学生1,000円
（友の会会員は200円引き）

那須野が原博物館 �0287(36)0949 http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

講 師

栃木県立博物館主任研究員
林 光武氏

栃木県立博物館自然課長
古野勝久氏

元畜産草地研究所上席
研究官 井村 治氏

宇都宮大学教授
大久保達久氏

テーマ

水辺生態系

土壌生態系

草地生態系

森林生態系

とき

9 ／12
（土）

9 ／26
（土）

10／10
（土）

10／24
（土）

№

１

２

３

４

黒磯文化会館 �0287(63)3219 http : //www.kurobun.com/

那須野が原ハーモニーホール �0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

友の会優先電話予約 8月 6 日（木）午前9時から
チケット発売 8月 8 日（土）午前9時から
一般電話予約 8月10日（月）午前9時から

長い産卵管をもつウマノオバチ

平成21年 7月20日号７



第33回全国児童・生徒木工工作コンクール（日本木
つき い ひろ き

材青壮年団体連合会主催）で、高林中2年、月井大樹
おお た わらしゅう

さんと大田原修さんの作品「森の巨大グモ」が農林水
た しろあやめ た しろ

産大臣賞を受賞。また、同校1年の田代采さんと田代
あい な

愛菜さんの作品「黒磯巻狩太鼓」が日本木材青壮年団
体連合会会長賞を受賞しました。
月井さんたちは受賞を報告するために市長室を訪れ、
「賞を取れるとは思ってなかったので、おどろいた」
「がんばって作ったので、賞がとれてすごくうれしい」
と受賞の感想を話していました。

木工工作コンクールで大賞

4月から始まった新しいごみ処理。6月から本格稼
動した那須塩原クリーンセンター。これらに伴うごみ
処理の現状を把握するため、栗川市長が市内西三島と
新朝日のごみステーションを訪問。ごみ分別の現状を
視察しました。
西三島の松本勇自治会長は「ごみ袋の有料化により
ごみは減っている。また、分別もしっかり行われるよ
うになったが、外部からごみの持ち込みがあるので、
今後も監視を続けていく」などと説明。
栗川市長は「新しいごみ処理は皆さんの理解と協力
がなくてはできない。今後市政懇談会をはじめあらゆ
る方法でPRし、協力をお願いしていきたい」と話しま
した。

60歳以上を対象とした、高齢者スポーツの祭典が市
内3地区で開催されました。西那須野地区では6月7
日「ねんりんピック2009」が、また黒磯地区では13
日「シルバースポーツ大会」がそれぞれ開催されまし
た。
19日には塩原地区の「老人・幼児ふれあいスポーツ

大会」（写真）が開催され、風船割りリレーや大玉転が
しリレーなど10種類のシルバーパワー溢れる競技と、
かわいい幼児たちの競技が繰り広げられました。

栗川市長ごみステーションを視察元気はつらつ！～高齢者スポーツの祭典～

前列左から、月井さん、大田原さん、
田代采さん、田代愛菜さん

黒磯巻狩太鼓

森の巨大グモ

８平成21年 7月20日号



にしなすの運動公園で6月18日、市内11の小学校か
ら64人の児童が参加し、第2回交通安全子供自転車那
須塩原地区大会が開かれました。
始めに正しい自転車の乗り方や、交通ルールの学科
試験を受けた後、実技試験を行いました。合図をしな
がら走行する安全走行や、Ｓ字・8の字走行、デコボ
コ道走行などで順位を競いました。
優勝した関谷小学校6年の平山智之君が、ピンを立
てたジグザグ走行で、見事なテクニックで通り抜ける
と会場からは大きな歓声が上がりました。

失業した外国人に生活相談などを行う「那須塩原市
外国人地域支援センター」（方京1丁目1－19）がオー
プンし、6月17日開設記念式典が行われました。
同センターは市内に住む失業した外国人への生活相

談や再就職セミナーの開催、公共施設での通訳などの
業務を行います。市内外国人登録者数は3月31日現在
2,449人。
市国際交流協会理事長の高根沢武一会長は「国際交

流の核となり、さらなるきっかけとなる施設」と話し
ました。
業務は月～金曜の午前9時～午後4時まで。スタッ

フは3人でポルトガル語、英語、日本語に対応します。
問い合わせは同センター�0287（74）3401まで。

安全に正しく走行、自転車大会外国人支援センターがオープン

6月21日の夜、環境にやさしいまちづくりと駅前活
性化の催し、第4回黒磯駅前キャンドルナイトが行わ
れました。電気が消された黒磯駅前通りの歩行者天国
には、牛乳パックや陶器の釜などで作った手作りのキ
ャンドルがともされました。
会場には、市内小学校の児童が描いた1,600枚の絵を
張り合わせて作った大型のキャンドルも飾られ、やさ
しいあかりの中で大勢の家族連れが、聖歌隊の歌やジ
ャズコンサートなど思い思いの夜を楽しみました。

6月20日、整備が進められていた都市計画道路3・
3・2号黒磯那須北線（主要地方道西那須野那須線）が
供用開始になりました。3・3・2号黒磯那須北線は、
今までは北栄町から豊浦地区まででしたが、今回の供
用開始により、上厚崎地区のくろいそ総合運動場西側
付近まで延長されました。
この日行われた開通式には、福田富一知事や栗川市

長をはじめ関係者や市民が参加し、開通を祝いました。

キャンドルナイト3・3・2号黒磯那須北線が開通

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください ■本秘書課 �0287（62）7109

平成21年 7月20日号９



お
知
ら
せ

子
育
て
を
し
な
が
ら

就
職
を
希
望
す
る
人
に

大
田
原
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原
）
に
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
子
育
て
を
し
な
が

ら
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
に
対

し
、
個
々
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内

容

・
担
当
者
制
に
よ
る
き
め
細
か
な

職
業
相
談

・
保
育
関
連
情
報
な
ど
の
提
供

・
就
職
支
援
の
た
め
の
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
実
施

問
い
合
わ
せ

大
田
原
公
共
職
業
安
定
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
２
６
８

法
務
局
（
黒
磯
出
張
所
）

廃
止
に
伴
う
登
記
事
務

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

宇
都
宮
地
方
法
務
局
黒
磯
出
張

所
が
平
成
２１
年
８
月
３
日
�
を
も

っ
て
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

黒
磯
出
張
所
に
お
け
る
登
記
事

務
の
取
り
扱
い
は
、
７
月
３１
日
�

ま
で
と
な
り
ま
す
。

８
月
３
日
か
ら
の
本
市
に
関
す

る
不
動
産
登
記
事
務
は
、
宇
都
宮

地
方
法
務
局
大
田
原
支
局
、
ま
た

商
業
・
法
人
登
記
事
務
は
、
宇
都

宮
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に

係
る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証

明
書
な
ど
の
交
付
事
務
に
つ
い
て

は
、
大
田
原
支
局
で
取
り
扱
い
ま

す
。

※
９
月
下
旬
を
目
途
に
、
市
役
所

本
庁
舎
２
階
に
証
明
書
交
付
窓

口
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
、
後
日
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

①
不
動
産
登
記

宇
都
宮
地
方
法
務
局
大
田
原
支
局

大
田
原
市
本
町
一
丁
目
２
６
９

５
番
地
１
０
９

�
０
２
８
７（
２３
）１
１
５
５

②
商
業
・
法
人
登
記

宇
都
宮
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門

宇
都
宮
市
小
幡
二
丁
目
１
番
１

１
号
（
宇
都
宮
地
方
法
務
合
同

庁
舎
１
階
）

�
０
２
８（
６
２
３
）０
９
１
８

あ
な
た
の
税
が
支
え
ま
す

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
０
９

夏

◆
県
下
一
斉
の
取
組

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
７
〜
８
月
を
「
市

町
村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
０

９
夏
」
と
し
て
、
県
と
の
協
働

に
よ
り
、
県
下
一
斉
に
徴
収
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
三
位
一
体
改
革
と
税
源
移
譲

平
成
１９
年
度
か
ら
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
り
国
か
ら
の
補
助
や

負
担
金
が
削
減
さ
れ
、
そ
の
分

が
住
民
税
（
地
方
税
）
に
移
し

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

財
源
で
は
な
く
税
源
の
移
譲
な

の
で
、
住
民
税
の
収
入
率
が
低

い
と
、
那
須
塩
原
市
の
歳
入
は

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
住
民
税
が
増
え
た
分
、
所
得

税
は
減
っ
て
い
ま
す
）

こ
の
こ
と
は
、
那
須
塩
原
市
の

予
算
に
占
め
る
市
町
村
税
の
割

合
が
、
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

税
収
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、

予
定
し
て
い
た
事
業
が
行
え
な

く
な
っ
た
り
、
必
要
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

◆
一
人
一
人
が
那
須
塩
原
市
を
支

え
る

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
で
は
な
く
、
納

税
者
で
あ
る
皆
さ
ん
が
自
分
た

ち
の
市
を
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

◆
自
主
的
な
納
付

那
須
塩
原
市
は
、
自
主
的
な
納

税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合

は
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押

さ
え
・
公
売
な
ど
）
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
押
財
産

の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
住

居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車

差
押
の
た
め
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な

納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
納
税
相
談

市
税
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
収
税
課

�（
６２
）７
１
９
０

「広報なすしおばら」掲載広告募集
掲載枠
1 号広告（48㎜×170㎜）、 2号広告（48㎜×85㎜）
※いずれも黒単色。
掲載料 1 号広告：30，000円、 2号広告：15，000円
※ 1回当たりの税込み掲載料。
発行部数 毎回34，400部発行（毎月 2回発行）
※最長 6カ月分をまとめて申請できます。
問い合わせ ■本秘書課 �（62）7109

8 月の納税
8月31日が納期限です

●市・県民税 第2期

●国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料 第2期

●介護保険料 第2期

～納税は便利な口座振替で～

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

１０平成21年 7月20日号



あ
な
た
の
土
地（
空
き
地
）

は
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
か

皆
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
土
地

で
、
長
い
間
管
理
せ
ず
雑
草
や
樹

木
が
多
く
茂
っ
て
い
た
り
、
空
き

家
な
ど
が
放
置
さ
れ
て
い
た
り
す

る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
雑
草
や
樹
木
な
ど
を
適
正
に
管

理
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
、

交
通
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
周

り
に
住
む
人
た
ち
の
生
活
環
境

に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
樹
木
は
強
風
に

よ
っ
て
倒
れ
、
周
囲
の
建
物
や

人
々
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

◆
空
き
家
な
ど
の
建
物
を
適
正
に

管
理
せ
ず
に
長
い
間
放
置
し
て

い
る
と
、
破
損
し
た
部
分
が
道

路
上
や
近
隣
の
住
宅
に
飛
び
散

り
、
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、

周
り
に
住
む
人
た
ち
の
生
活
環

境
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
の
温
床

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
防
犯
上

も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る
土
地

に
つ
い
て
今
一
度
状
況
を
確
認
し
、

雑
草
の
刈
り
取
り
や
、
危
険
な
樹

木
の
伐
採
ま
た
は
剪
定
な
ど
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空
き
家

な
ど
は
人
や
そ
の
ほ
か
の
生
き
物

が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
ほ

か
、
破
損
な
ど
に
よ
り
周
囲
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

年
間
を
通
じ
て
適
正
な
土
地
の

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

全
国
消
費
実
態
調
査
が

行
わ
れ
ま
す

９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
３
カ
月

間
に
渡
り
、
平
成
２１
年
全
国
消
費

実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら
し

向
き
を
、
家
計
の
所
得
、
消
費
、

資
産
の
３
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

し
か
も
正
し
く
と
ら
え
る
た
め
に
、

主
に
家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ
く

調
査
で
す
。

調
査
の
実
施
に
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
皆
さ

ん
の
お
宅
に
調
査
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に

使
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
関
係
者
が

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
り
、

他
に
も
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

「
統
計
法
」
と
い
う
法
律
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
協
働
推
進
課

�（
６２
）７
１
０
５

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

市
民
生
活
の
基
本
を
支
え
て
い

る
道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
発
展

の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

国
民
共
有
の
財
産
で
す
。

こ
の
大
切
な
財
産
を
守
り
、
子

孫
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
道
路
を
愛
し
、

慈
し
む
心
を
も
っ
て
、
道
路
を
常

に
美
し
く
、
安
全
に
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、
こ
の
機

会
に
改
め
て
道
路
の
役
割
や
重
要

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

■本
道
路
課

�（
６２
）７
１
６
５

『そすいスクエア アクアス』の
施設の一部が先行オープンしました！

『そすいスクエア アクアス』は、西那須野地
区の中心市街地の活性化を目指して市が事業主体
となり、西大和地区市街地再開発組合が施行者と
して進めてきた第１種市街地再開発事業によって
建てられたものです。このたび先行オープンした
3階吹き抜けのアクアス広場では、市民の皆さん
の日ごろの成果の発表をはじめ、さまざまなイベ
ントが、毎週のように開催されます。
グランドオープン 9月17日（木）予定

※当日は、オープニング・イベントを開催します。
問い合わせ ■西建設課 �（37）5112

児童扶養手当受給者・ひとり親家庭医療費助成対象者の
皆さん、現況届提出・更新手続きを忘れずに
児童扶養手当受給者およびひとり親家庭医療費助成対象
者の皆さんは、現況届の提出、更新の手続きが必要です。
手続きをしないと、引き続き手当の支給や医療費の助成
が受けられなくなります。児童扶養手当は、2年間現況届
を提出しないと受給資格がなくなりますので、必ず提出し
てください。

ところ

市役所本庁舎２０１・２０２会議室

西那須野庁舎１００会議室

箒根出張所

塩原庁舎 市民福祉課窓口

※時間はすべて午前 9時～正午、午後 1時～ 7時。

問い合わせ
【児童扶養手当】
■本子ども課 �（62）7138 ■西保健福祉課 �（37）6231
■塩市民福祉課 �（32）2912
【ひとり親家庭医療費】
■本保健課 �（62）7143 ■西保健福祉課 �（37）5103
■塩市民福祉課 �（32）2988

と き

8 月 6 日（木）・ 7日（金）

8月 5日（水）・ 6日（木）

8月 5日（水）

8月 6日（木）

地 区

黒 磯

西那須野

塩 原

平成21年 7月20日号１１

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

を
防
ぐ
た
め
に
協
力
を

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

（
注
）の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
釣
っ
た
コ
イ
を
そ
の
場
所
以
外

に
放
流
し
な
い
。

・
自
宅
の
池
な
ど
で
飼
育
し
て
い

る
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に
放
流

し
な
い
。

・
調
理
し
た
後
の
コ
イ
の
ク
ズ
や

死
ん
だ
コ
イ
は
、
川
や
池
な
ど

に
捨
て
な
い
で
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
す
る
。

・
川
や
池
な
ど
で
コ
イ
の
大
量
死

や
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）コイ

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
（
Ｋ

Ｈ
Ｖ
）
病
と
は
、
コ
イ
特
有
の

病
気
で
、
コ
イ
以
外
の
魚
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
た
人
に
感

染
す
る
こ
と
も
な
く
、
感
染
し

た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人
体
に
は

影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

県
農
政
部
生
産
振
興
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
３
５
１

那
須
農
業
振
興
事
務
所
企
画
振

興
室�

０
２
８
７（
２３
）３
１
４
１

■本
農
務
畜
産
課�（

６２
）７
１
４
９

募
集

夏
休
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

金
融
に
関
す
る
作
文
・

小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、

金
融
に
関
す
る
作
文
・
小
論
文
を

募
集
し
ま
す
。「
お
か
ね
」
の
こ

と
や
「
金
融
・
経
済
」
に
つ
い
て
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆「
お
か
ね
の
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル

対

象

中
学
生

テ
ー
マ
（
次
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ぶ
。
タ
イ
ト
ル
は
自
由
）

い

①
私
の
活
き
た
お
か
ね
の
使
い
方

②
い
ま
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い

る
会
社
や
商
店
に
つ
い
て
考
え

る
③
将
来
の
夢
の
実
現
と
お
か
ね
の

関
わ
り

④
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
の
付
き
合
い
方

⑤
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
わ
が
家
の
対
策

⑥
そ
の
他
（
自
由
テ
ー
マ
）

応
募
期
限

９
月
２０
日
�

そ
の
他

学
校
単
位
の
応
募
も
可

◆「
金
融
と
経
済
の
明
日
」高
校
生

小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

対

象

高
校
生
お
よ
び
高
等
専

門
学
校
生

テ
ー
マ
（
次
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ぶ
。
タ
イ
ト
ル
は
自
由
）

①
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
働

く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う

②
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
こ
れ
か

ら
の
年
金
・
保
険

③
世
界
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
考

え
る

④
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
将
来

有
望
な
産
業
と
は

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
上
手

な
活
用
方
法

⑤
そ
の
他
（
自
由
テ
ー
マ
）

応
募
期
限

９
月
２０
日
�

そ
の
他

学
校
単
位
の
応
募
も
可

◆「
金
融
教
育
を
考
え
る
」小
論
文

コ
ン
ク
ー
ル

対

象

幼
稚
園
教
諭
、
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
教
師
、

教
職
を
め
ざ
す
大
学
生
・
大
学

院
生
、
大
学
教
員
等
研
究
者

テ
ー
マ
（
タ
イ
ト
ル
は
自
由
）

金
融
教
育
に
関
す
る
授
業
や
実

践
報
告
や
研
究
結
果
、
提
言
な

ど
応
募
期
限

９
月
３０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

金
融
広
報
中
央
委
員
会

�
０
３（
６
２
６
７
）４
３
１
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
知
る
ぽ
る
と
」

■HPw
w
w
.shirup

o
ruto
.jp

県
職
員
（
看
護
師
）

試
験
日

・
作
文
、
適
性

９
月
９
日
�

・
面

接

１０
月
１
日
�
ま
た
は
２
日
�

と
こ
ろ

県
庁
東
館

対

象

昭
和
４４
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師

免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
２２
年

春
の
国
家
試
験
で
看
護
師
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
を
含
む
）

定

員

４０
人
程
度

募
集
期
限

９
月
１
日
�

そ
の
他

病
院
合
同
見
学
会
を
７
月
２７
日

�
、
８
月
６
日
�
に
実
施

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
医
事
厚
生
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
１
５
８

■HPhttp
://w
w
w
.pref.tochigi.lg.

jp/pref/saiyou/kenshokuin/
kangosiboshu.htm

l

刑
務
官
採
用
試
験

試
験
日

１
次
試
験

９
月
２０
日
�

対

象
昭
和
５５
年
４
月
２
日
〜
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

７
月
２１
日
�
〜
８
月
４
日
�

そ
の
他

申
込
用
紙
は
、
次
の
窓

口
か
、
封
筒
の
表
に
赤
字
で

「
刑
務
請
求
」
と
書
き
、
１
４

０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
角
２
号
）
を
同
封
し
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
４－

０
２
９
３

大
田
原
市
寒
井
１
４
６
６－

２

黒
羽
刑
務
所
庶
務
課

�
０
２
８
７（
５４
）１
１
９
１

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

試
験
日

９
月
２０
日
�

募
集
職
種

一
般
事
務

定

員

１
人

対

象

昭
和
５５
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福

祉
士
の
資
格
取
得
者
（
平
成
２１

年
度
中
に
資
格
取
得
見
込
み
を

含
む
）

申
込
期
間

７
月
２１
日
�
〜
８
月

１０
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
３０
分
（
郵
送
の
場
合
は
締

切
日
の
消
印
有
効
）

そ
の
他

申
込
書
は
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
・
各
支
所
の
窓
口
に

あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
２
９－

２
７
０
５

那
須
塩
原
市
南
郷
屋
５－

１
６
３

市
社
会
福
祉
協
議
会

�（
３７
）５
１
２
２

１２平成21年 7月20日号



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ

局
市
民
ス
タ
ッ
フ
・

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

西
那
須
野
地
区
西
大
和
に
先
行

オ
ー
プ
ン
し
た
『
そ
す
い
ス
ク
エ

ア

ア
ク
ア
ス
』
の
１
階
・
ア
ク

ア
ス
広
場
に
面
し
て
、
市
民
ラ
ジ

オ
局
【
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｓ
】
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
が

７
月
に
開
局
し
ま
す
。

こ
の
ラ
ジ
オ
局
は
、
ア
ク
ア
ス

内
の
買
い
物
情
報
の
ほ
か
、
市
内

の
地
域
情
報
や
市
民
活
動
な
ど
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
像
を
通
し
て

配
信
し
、
皆
さ
ん
が
も
っ
と
地
域

の
こ
と
を
知
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
や
教
室
な
ど

自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立

つ
こ
と
を
願
っ
て
開
設
さ
れ
ま
す
。

安
定
し
た
配
信
や
情
報
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
考
え
、
番
組
制
作
は
も

ち
ろ
ん
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
教
養
、
芸
能
・
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
多
く

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
皆
さ
ん
の
知
識

や
経
験
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

幅
広
く
生
き
た
情
報
を
多
く
の

人
た
ち
に
届
け
、
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
内
容
（
年
齢
や
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
）

①
番
組
制
作
ス
タ
ッ
フ
（
Ｐ
Ｃ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
番
組
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

②
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
番
組
で
し

ゃ
べ
る
人
）

③
情
報
サ
ポ
ー
タ
ー
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
地
域
情

報
の
提
供
者
）

参
加
費

無
料

主

催
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
西
那
須
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
務
局

鷹
觜

�
・
FAX（
３６
）８
６
０
０

市
役
所
窓
口
用
封
筒

取
り
扱
い
業
者

市
役
所
来
庁
者
が
、
各
種
証
明

書
の
持
ち
帰
り
に
利
用
す
る
た
め

に
窓
口
に
設
置
す
る
、
広
告
入
り

窓
口
封
筒
の
製
作
お
よ
び
無
償
提

供
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

設
置
場
所

市
役
所
本
庁
・
支
所

な
ど
の
市
民
・
戸
籍
関
係
窓
口

提
供
期
間

１２
月
か
ら
１
年
間

申
込
期
間

７
月
２１
日
�
〜
８
月
７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課

�（
６２
）７
１
３
２

■HPhttp://w
w
w
.city.nasushiobara.

lg.jp/

研
修
会
・
講
座

福
祉
の
仕
事

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
職
へ
の
転
職
・
就
職
を
希

望
す
る
人
を
対
象
に
、
福
祉
職
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
就
労
支
援
を
目
的
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

と

き

７
月
２６
日
�

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら
。

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

（
宇
都
宮
市
若
草
１
‐
１０
‐
６
）

内

容

①
「
福
祉
の
職
場
で
働
く
意
義
・

魅
力
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像
」

【
講
師
】

佐
野
短
期
大
学
社
会
福
祉
学
科

教
授

山
田
昇
氏

②「
介
護
職
の
魅
力
、
や
り
が
い
」

【
講
師
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
ち
の

木
荘
生
活
相
談
員

植
田
稔
氏

定

員

１
３
０
人

参
加
費

無
料

そ
の
他

申
し
込
み
は
不
要

問
い
合
わ
せ

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

ホタルの目撃情報 募集中
皆さんの身近なホタルの目撃情報をお寄せください。

ホタルを見つけたら・・・
「いつ、どこで、どのくらい（ホタルの数）」という情
報を具体的に、なるべく早くお寄せください。
情報は電話・ファックス・電子メールおよび、各行政

の公民館にある専用の用紙でお寄せください。
問い合わせ・連絡先
■本環境管理課 �（62）7193 FAX（62）7202
kankyoukanri@city.nasushiobara.lg.jp

◆◆市営住宅入居者募集◆◆

家賃（世帯の収
入により決定）

16,100円
～35,900円

16,500円
～33,800円

15,400円
～30,300円

14,200円
～29,800円

13,800円
～27,100円

8,500円
～16,300円

・稲村 2戸（ 3 DK）、若松、磯原、錦、下厚崎は親族 2
人以上の世帯が対象。

・稲村 1戸（ 2 DK）は単身世帯（配偶者がなく、昭和31
年 4 月 1 日以前に生まれた人に限る）専用です。

・二区住宅については 2人以上の世帯、単身世帯のどち
らでも申込可能です。

・家賃は、世帯収入などに応じて、記載の範囲内で決定
します。

・入居に当たっては各種要件がありますので、必要書類
とあわせて必ず事前に確認してください。

・団地ごとの応募者が募集戸数を超えた場合は、抽選で
入居者を決定します。

・二区住宅は風呂釜および浴槽は自己設置となります。
受付期間
8 月 3 日（月）～ 7日（金） 午後 5時30分締め切り

申込方法
申込書に必要書類を添えて、受付期間内に下記へ提出
してください（各支所・出張所では申込不可）

申し込み・問い合わせ ■本都市整備課 �（62）7162

間取り

2DK

3 DK

3 DK
2 LDK

3 DK

3 DK

2 DK

2 DK

戸数

1

2

4

1

2

1

1

構 造

中層耐火
4階建て

中層耐火
4階建て

中層耐火
4階建て

中層耐火
4階建て

中層耐火
4階建て

簡易耐火
平屋建て

募集
団地

稲 村

若 松

磯 原

錦

下厚崎

二 区

平成21年 7月20日号１３

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



地
域
福
祉
活
動

人
材
育
成
研
修
会

も
う
一
度
、
地
域
の
「
つ
な
が

り
」「
支
え
合
い
」
を
取
り
も
ど
し
、

住
民
の
み
な
さ
ん
自
身
で
、
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

と

き

８
月
８
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

内

容

①
講
話

「
あ
な
た
の
地
域
は
？
シ
リ
ー
ズ

①

災
害
時
の
支
え
合
い
に
つ

い
て
」

【
講
師
】
駒
ヶ
根
市
社
会
福
祉
協

議
会

片
桐
美
登
氏

②
参
加
者
同
士
の
懇
談

Ⅰ

災
害
時
、
地
域
の
み
な
さ

ん
で
で
き
る
こ
と

Ⅱ

今
後
展
開
が
考
え
ら
れ
る

見
守
り
体
制
に
つ
い
て

対

象

市
民

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

�（
３７
）５
１
２
２

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
に
対
す
る
、
保

安
に
関
す
る
講
習
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

と

き

８
月
２６
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

※
受
け
付
け
時
に
危
険
物
取
扱
者

免
状
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ

大
田
原
市
金
田
北
地
区
公
民
館

（
大
田
原
市
市
野
沢
１
９
８
８
‐
１
）

対

象
危
険
物
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

た
は
取
扱
所
に
お
い
て
、
現
に

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
る
危
険
物
取
扱
者
。

※
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
は
、
免
状
の

交
付
を
受
け
た
日
ま
た
は
前
回

講
習
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
ご
と
に
、
こ
の
講
習
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
免
状
の
交
付
ま
た
は
前
回
講
習

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
上
経

過
し
て
い
て
、
新
た
に
危
険
物

の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

に
な
っ
た
人
は
、
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
こ
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有
者

で
、
現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
保
安

講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
法
律
上
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。

講
習
区
分

一
般（
そ
の
他
）講
習

※
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
施

設
従
事
者
。

講
習
科
目
・
時
間

・
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事

項
（
１
時
間
）

・
危
険
物
の
火
災
予
防
な
ど
に
関

す
る
事
項
（
２
時
間
）

受
講
料

４
７
０
０
円

（
栃
木
県
収
入
証
紙
）

定

員

１
２
０
人

申
込
期
間

７
月
２７
日
�
〜
８
月
３
日
�

申
し
込
み

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

（
土
・
日
曜
を
除
く
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
）

※
受
講
申
請
書
お
よ
び
講
習
会
案

内
は
、
消
防
本
部
お
よ
び
消
防

署
・
各
分
署
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
危
険
物
保
安
協
会
連

合
会

�
０
２
８（
６
２
２
）０
４
３
８

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
消
防
課
�（
６２
）０
８
６
４

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

【平成21年 6月中の交通事故状況（人身事故）】

負傷者

49人

390人

＋20人

死亡者

0人

3人

＋3人

発生件数

38件

284件

＋4件

6月中

当年累計

（前年同月累計比）

◆◆県北高等産業技術学校 技能向上講座◆◆
県北高等産業技術学校では、在職者を対象に、現在または今後の職務に必要な専門知識の習得や技能の向上などを

目的とした、短期間の訓練講座を開設しています。詳しくは県立県北高等産業技術学校へ問い合わせてください。
申込期限

7 月30日（木）
7月31日（金）
8月10日（月）
8月13日（木）

※時間は、午前 9時～午後 4時。
申し込み・問い合わせ 県立県北高等産業技術学校 �（64）5454 ■HPhttp : //www.tochigi-nasuit.ac.jp

受講料

３，４３０円

定員

10人
10人
10人
10人

と き

8 月 5 日（水）～ 7日（金）
8月 6日（木）・ 7日（金）
8月17日（月）・18日（火）
8月20日（木）・21日（金）

コース名

二次元機械CAD
観光マーケティング
文書データ処理（OpenOffice.Org.Writer編）
表計算データ処理（OpenOffice.Org.Writer編）

●7月の人口●
7月1日現在（ ）内は前月との比較

１１６，５５９人
男 ５７，９２１人（ ＋３８）
女 ５８，６３８人（ ＋５１）

世 帯 ４３，３７１戸（ ＋８８）
出 生 １００人／死 亡 ７７人
転 入 ３７２人／転 出 ３０６人

平成17年国勢調査をもとに算出しています

１４平成21年 7月20日号



催
し

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ

し
お
ば
ら
２
０
０
９

と

き

７
月
２６
日
�

午
後
３
時
〜
６
時

と
こ
ろ

塩
原
温
泉
も
の
語
り
館

入
場
料

無
料

出

演

ス
ィ
ン
ギ
ン
グ
ハ
ー
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ほ
か

問
い
合
わ
せ

塩
原
も
の
語
り
館

�（
３２
）４
０
０
０

「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

夏
の
感
謝
祭

と

き
８
月
２
日
�

午
前
９
時
３０
分

◆
フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
う
も
ろ
こ
し
、
と
う
も
ろ
こ

し
を
使
っ
た
ア
イ
ス
、
パ
ン
の

値
引
き
販
売
な
ど
。
当
日
は
野

菜
類
を
一
割
引
で
販
売
。

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
管
理
事
務
所

�（
６３
）０
３
９
９

◆
無
料
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

開
演
時
間

午
前
１１
時

と
こ
ろ

青
木
邸
前
庭

出

演

K
en

木
村

ほ
か

※
市
内
在
住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
。
教
師
生
活
を
経
て
、
現
在

は
県
内
外
で
の
演
奏
活
動
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
生
涯
学
習
課�（

３７
）５
４
１
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
関
す
る
説
明
会

総
務
省
栃
木
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
栃
木

事
務
局
）
に
よ
る
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
（
平
成
２３
年
）
７

月
２４
日
ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ

放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は

終
了
し
、
そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
人
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送
（
デ
ジ

タ
ル
放
送
）
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

視
聴
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
に
も
お
答
え
す
る
説
明
会

で
す
。

と
き
／
と
こ
ろ

①
８
月
５
日
�
／
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

②
８
月
６
日
�
／
三
島
公
民
館

③
８
月
１９
日
�
／
黒
磯
公
民
館

④
８
月
２０
日
�
／
高
林
公
民
館

⑤
８
月
２１
日
�
／
鍋
掛
公
民
館

※
時
間
は
す
べ
て
午
後
７
時
か
ら
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省
栃
木
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
１
０
）８
３
５
１

■本
企
画
情
報
課�（

６２
）７
１
５
０

第
３０
回
栃
木
県
シ
ル
バ

ー
大
学
校
北
校
学
校
祭

と

き

８
月
８
日
�
・
９
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

（
矢
板
市
矢
板
５４
）

内

容
学
習
成
果
の
発
表
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
発
表
、
演
芸
実
演
、
バ
ザ

ー
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

�
０
２
８
７（
４３
）９
０
１
０

平
和
を
願
う
原
爆
写
真
展

と

き

８
月
９
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

新
日
本
婦
人
の
会
黒
磯
支
部

荒
井
た
い
子
�（
６４
）０
９
１
３

黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー

親
子
見
学
会

と

き

８
月
９
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー

対

象
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

内

容

・
水
処
理
の
仕
組
み
と
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の
見
学

・
廃
油
を
利
用
し
た
石
鹸
つ
く
り

申
し
込
み

下
水
道
課
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
当
日
の
参
加
も
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課
�（
３７
）５
１
１
０

黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー

�（
６４
）１
１
６
１

那
須
地
方
農
業
体
験
ツ
ア
ー

那
須
地
方
の
酪
農
や
野
菜
収
穫

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
農
村

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
農
村
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が

「
や
さ
し
く
・
丁
寧
に
」
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。
初
め
て
の

人
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
る
ツ
ア

ー
で
す
。

と

き

９
月
１
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所
（
時
間
）

・
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
臨
時
駐
車
場
（
午
前
９
時
）

・
黒
磯
文
化
会
館
駐
車
場
（
午
前

９
時
３０
分
）

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
場
所
へ

集
合
。

対

象

那
須
地
方
在
住
者

定

員

２０
人

内

容

・
市
内
（
戸
田
）
の
酪
農
家
で
の

酪
農
体
験
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
づ
く

り
体
験

・
那
須
町
（
高
久
甲
）
の
野
菜
農

家
で
季
節
の
野
菜
収
穫
体
験

※
収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
。

参
加
費

２
０
０
０
円

※
昼
食
お
よ
び
保
険
料
込
み
。

主

催
那
須
地
区
農
村
生
活
研
究
グ
ル

ー
プ
協
議
会

申
込
期
間

８
月
３
日
�
〜
１４
日
�
の
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

そ
の
他

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い

※
着
替
え
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
農
業
振
興
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
８
２
６

平成21年 7月20日号１５
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市
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。



那須野が原公園「緑の相談所」催しもの
ところ

緑の相談所
展示ホール
（入場：無料）

緑の相談所講習室
※電話で申し込み可。

問い合わせ 那須野が原公園緑の相談所 �（36）1220

と き

8 月 7 日（金）
～12日（水）
8月15日（土）
～18日（火）
8月20日（木）
～23日（日）
8月29日（土）
～ 9月 6日（日）
8月30日（日）
午前 9時30分～正午

行 事 名

水土里ネット那須
野ヶ原企画展
夏の山野草展（食
中植物を含む）

夏季盆栽展

草木染作品展

草木染（Ⅰ）講
座

休日の水道修繕事業者連絡先

土・日曜、祝日の水道漏水工事は、市内全地区
を那須塩原管工事業協同組合が窓口となり、修理
を受け付けます。

【連絡先】
那須塩原管工事業協同組合
�・FAX 0287（37）9042

【夜間緊急連絡先】
鳥野目浄水場 �0287（62）0229
千本松浄水場 �0287（36）3145

問い合わせ ■西水道施設課 �（37）5213

くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏まままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

◆交通規制のお知らせ
今年も黒磯駅前通りが開催会場になり、大会当日
および前夜祭の開催時間帯とその前後の 1時間は、
車両通行止めなどの交通規制があります。
詳しくは、大会事務局へ問い合わせてください。

◆市営駐車場利用規制のお知らせ
まつりの専用駐車場として利用するため、入出庫
に利用規制があります。
規制期間 8 月 7 日（金）正午～10日（月）午前 5時
指定箇所 黒磯駐車場、黒磯駅前西口駐車場
問い合わせ ■本生活課 �（62）7127

問い合わせ
黒磯盆踊り大会事務局（黒磯商工会内）
�（62）0373

と き 8 月 8 日（土）・ 9日（日）（荒天中止）
ところ 黒磯駅前通り歩行者天国（県道黒磯停車場線）
内 容

8 日：前夜祭 午後 6時～ 9時『盆踊り大会』
9日：夏まつり＆盆踊大会

午後 1時～ 5時30分『夏まつり』
▼黒磯巻狩太鼓の演奏
▼よさこい踊りの演舞
▼旭・駅前・あじさい商店会夏まつりイベント

午後 6時～ 9時『盆踊り大会』
※車で来場する人の為に、指定の駐車場を広範囲に確保して
ありますが、会場近くの駐車場は台数に限りがありますの
でご了承ください。

《盆踊り大会出場者・出場団体大募集》
希望する人は、所定の申込用紙に必要事項を記入し、 8月
7 日（金）までに黒磯盆踊り大会事務局へ。（団体は10人以上）
団体賞や個人賞など豪華賞品を用意しています。

第第
１１３３
回回

那那
須須
野野
ふふ
るる
ささ
とと
花花
火火
大大
会会

とと

きき

８８
月月
１１
日日
��

午午
後後
７７
時時
〜〜
９９
時時

（（
荒荒
天天
順順
延延
））

とと
ここ
ろろ

那那
珂珂
川川
河河
畔畔
公公
園園

※本大会はゴミのリサイクル運動を推進
しています。
当日はゴミの持ち帰りにご協力ください。

問い合わせ 那須野ふるさと花火大会2009実行委員会
�090（6940）9837

１６平成21年 7月20日号



第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第22222222222222222222222222222226666666666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那那須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須須野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれあああああああああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
◎プレイベント◎ 『西那須野ふれあいフェスタ2009』
と き 7 月24日（金） 午前10時～午後 6時（荒天中止、疏水レースのみ25日に延期）
ところ 西那須野公民館
内 容 宝探し、コンサート（サイコ、September）、西中ブラスバンド、ヒップホップダンス、マスのつかみ取

り、ジャンボすべり台、熱気球、働く車、各種模擬店、疏水レースなど盛りだくさんのイベント
※お願い：小さなお子さんは、必ず保護者同伴で来てね。道路を横切る時は必ず横断歩道のある所を通ってくだ

さい。

◎本 祭◎
と き 7 月25日（土）

午後 3時～午後 9時30分
※雨天予備日：26日（日）の同時間帯
ところ

西那須野駅前通り、水源通り、
桜通り、要町通りに囲まれた地域

※内容、時間、場所は予定です。
詳しくは当日配布のプログラム
をご覧ください。

【ご注意】

今年は、西那須野駅前公園通りが工事
中のため、水源通りに会場が変更にな
りました。

場 所

駅前・要町・桜

舞台

駅前・要町・桜

駅前・要町・桜・水源

舞台、駅前

駅前

舞台・桜

駅前（一本杉前）

舞台

桜・水源・要町・駅前

桜・水源・要町・駅前

会場内各地

※駅前…西那須野駅前通り、水源…水源通り、要町…要町通り、桜…桜通り

時 間（午後）

3時～4時10分

3時～ 3時45分

3時～ 5時

3時～ 5時

4時45分～ 5時

5時～ 7時

5時10分～ 6時30分

7時～ 7時20分

7時30分～ 8時30分

7時30分～ 8時30分

3時～ 9時

主なイベント

小学校鼓笛隊

小中学校ブラスバンド

遅沢ばやし山車

ふれあいみこし

郷土芸能

保育園花笠おどり

仮装大会

那須野ヶ原疏水太鼓

式典

流し踊り

那須清峰高校ねぶた

自主イベント

会場および主な指定駐車場案内図

問い合わせ

西那須野ふれあいまつり実行委員会

事務局：西那須野支所産業観光課

�（36）1111（内線214）
ふれあいまつり自主イベント実行委員会

事務局：西那須野商工会 �（36）0697

【お 願 い】
会場周辺のお店などの迷惑にならないよう、指定の駐車場を

利用してください。駐車場が限られていますので、会場周辺の
人は、できるだけ車での来場はご遠慮ください。
なお、路上への駐車は通行の妨げになりますので、路上駐車

をしないようお願いします。

【指定駐車場案内】
利用可能日

7月24日（金）
25日（土）

7月25日（土）
午後2時30分
～10時

駐車場

東小学校校庭

西那須野庁舎前駐車場

あたご駐車場

東小学校裏駐車場

足利銀行西那須野支店

阿久津整形外科駐車場

渡辺会計事務所駐車場

駅構内駐車場
（身障者専用3台分）

№

1

2

3

4

5

6

7

8
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昼間

◆各保健センターの連絡先

黒磯保健センター �0287（63）1100
西那須野保健センター �0287（38）1356
■HPhttp://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

休日当番医

診療時間：午前9時～午後5時
西那須野・塩原地区

阿久津整形外科 ［永田町］
�0287（36）3639

きくち内科クリニック ［下田野］
�0287（34）0678

あゆがせ小児科医院 ［新南］
�0287（37）5200

小沼内科胃腸科クリニック ［西朝日町］
�0287（37）5353

鈴木内科医院 ［下永田3丁目］
�0287（36）1232

診療日

2日（日）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

30日（日）

黒磯地区（那須町を含む）

なすのクリニック ［共墾社］
�0287（60）5211

中川医院 ［黒磯幸町］
�0287（62）0040

須田医院 ［高林］
�0287（68）0006

立花医院 ［那須町］
�0287（72）0311

大島内科小児科医院 ［錦町］
�0287（62）0106

夜間 科目：内科、小児科 ※保険証、診療費を持参してください。

大田原市休日等急患診療所
�0287（23）6500

診療時間：午後6時30分～9時30分
診 療 日：毎週日・火・水曜、14日（金）、15日（土）
と こ ろ：大田原市保健センター

黒磯那須地区休日等急患診療所
�0287（63）1100

診療時間：午後7時～10時
診 療 日：毎週日・月・木・金・土曜
と こ ろ：黒磯保健センター（黒磯小学校前）

とちぎ子ども電話相談 毎日 午後7時～11時／�028（600）0099
大田原赤十字病院電話相談 毎日 24時間対応／�070（6571）8537
※診断などの医療行為は行いません。

小児救急電話相談

8888888888888888888888888888888888888888888888888888月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
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麻しん風しん混合予防接種

平成20年度から24年度までの 5年間は「麻しん（は
しか）排除計画」により、現行の第 1期・第 2期に加
え、中学 1年生と高校 3年生相当の年齢の人を対象に、
麻しんの予防接種を実施しています。
麻しんを防ぐには、生まれてから 2回の接種を受け

ることが大切です。過去に 1度接種を受けている人も、
2度目の接種を忘れずに受けてください。今後の就職
や進学の際に麻しんに対する免疫を持っていることが
条件とされることがあります。
体調の良い時に、早めに接種を受けてください。

ジフテリア・破傷風混合予防接種

平成19年度までは小学校での集団接種を実施してい
ましたが、厚生労働省から「予防接種を実施する場合
は保護者の同伴が必要であるため、原則個別接種が望
ましい」という見解が示されたことにより、昨年度か
ら医療機関での個別接種となっています。

対象者への通知 上記予防接種（麻しん風しん混合第
1期以外）については、4月に個別通知を送付しました。
中学校 1年生（麻しん風しん混合第 3期）は、中学

校を通して送付しました。
※市外の中学校に通学している人は、黒磯保健センタ
ーに連絡してください。
接種期限 平成22年 3 月31日まで

（麻しん風しん混合第１期以外）
接種回数 1 回
接種料金 無料（平成22年 4月以降の接種は、全額

自己負担になります）
接種場所 医療機関（事前予約制）

ポリオ生ワクチン

対 象 生後 3カ月～ 7歳 6カ月未満で、初めてま
たは 1回のみ接種の乳幼児

※BCG、三種混合ワクチン（ 1期初回接種 3回）の接
種を受けてから、なるべく早く受けましょう。
持参するもの 母子健康手帳、予診票
受け付け 午後 1時～ 1時45分（番号札順）
※番号札は午前11時55分から配布します。
（必ずしも番号札を取りに来る必要はありません）
注 意
①パンフレット「予防接種と子どもの健康」を読んで
から受けましょう。「予防接種と子どもの健康」は、
生後 2カ月児のお子さん
を対象として送付してい
るものです。手元にない
場合には、黒磯保健セン
ターへ連絡してください。
②当日は、お子さんの体調
をよく知っている保護者
が連れてきてください。

問い合わせ 黒磯保健センター

受け方

医療機関で
個別接種

学校で接種
できなかっ
た場合は、
医療機関で
個別接種

医療機関で
個別接種

対 象

1 歳～ 2歳未満
小学校就学前 1年間
（平成15年 4 月 2 日～
16年 4 月 1 日生まれ）

中学 1年生に相当する年齢
（平成 8年 4月 2日～
9年 4月 1 日生まれ）

高校 3年生に相当する年齢
（平成 3年 4月 2日～
4年 4月 1 日生まれ）

種 類

第1期

第2期

第3期

第4期

受け方

医療機関で
個別接種

対 象

小学 6年生
（平成 9年 4月 2日～
10年 4 月 1 日生まれ）

種 類

第2期

ところ

西那須野保健センター

黒磯保健センター

と き

8 月 6 日（木）

8月21日（金）

チャレンジ！
成分献血＆４００ml献血
キャンペーン

～ 8月 1日（土）から 8月31日（月）まで～

期間中に、初めて成分献血または４００ml献血に協
力いただいた人には、オリジナルグッズをプレゼ
ント！献血会場など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

問い合わせ 県薬務課 �０２８‐６２３‐３１１９

予防接種

平成21年 7月20日号１９



乳幼児健康診査と育児相談
●乳幼児健康診査

持参するもの 母子健康手帳、健康診査票
※ 3歳児健診は採尿したもの。

受付時間
・黒磯保健センター 午後 1時～ 1時30分
※母子健康手帳・健康診査票は、午前11時50分から
預かります。

・西那須野保健センター 午後 1時～ 1時30分
※受付整理番号札は、午前11時55分に出します。

注 意 上記日程で受けられない場合は、事前に各
保健センターへ問い合わせてください

問い合わせ 各保健センター

●育児相談

とき・ところ
8 月１７日（月） 西那須野保健センター
8月２０日（木） 黒磯保健センター

受付時間 午前 9時30分～11時、午後 1時30分～ 3時
内 容 お子さんの身体測定、保健師・栄養士によ

る相談
注 意 西那須野保健センターは、

事前に申し込みが必要です
問い合わせ 各保健センター

8月の成人検診

すでに集団検診を申し込んでいる人には、検診日が
近づきましたら「受診票」を郵送します。
医療機関検診を受ける場合は「受診券」が必要です。
これから申し込む人は、各保健センターへ申し込んで
ください。随時受け付けしていますが、すでに定員に
達している日もあります。
特定健診の希望者は、「特定健診受診券」と「保険証」
を持参してください。

●募集している検診 ※定員になり次第締め切り。

※上記日程以外の 8月の成人検診は、申し込み多数の
ため締め切りました。

●8月以降の検診日程

各保健センターへ問い合せてください。
申し込み・問い合わせ 各保健センター

8月の健康相談会（成人）

健診の結果相談、食生活相談および心身の健康相談
を実施します。（今までの健診結果や健康ファイルを持
っている人は持参してください）
※食生活相談は予約制です。

ところ

黒磯保健
センター

東那須野公民館

厚崎公民館

西那須野保健
センター

ゆっくり
センター

受付時間

午前 9時～11時

午前 9時30分～
11時
午前 9時30分～
11時

午前 9時～11時

午後 1時30分～
3時

と き

3 日（月）、 9日（日）、
12日（水）、25日（火）、
27日（木）

4日（火）、19日（水）

6日（木）

10日（月）、11日（火）、
21日（金）、28日（金）、
30日（日）

24日（月）

申し込み・問い合わせ 各保健センター

各保健センターの連絡先 黒磯保健センター �0287（63）1100 西那須野保健センター �0287（38）1356
保健センターのホームページ http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

とき・ところ・対象

4か月児健診 平成21年 4月生まれの乳児

8 月27日（木）

8月21日（金）

10か月児健診 平成20年10月生まれの乳児

8 月28日（金）

8月25日（火）

1歳 6か月児健診 平成20年 1月生まれの幼児

8 月 4 日（火）

8月18日（火）

2歳児歯科検診 平成19年 7月生まれの幼児

8 月19日（水）

8月 7日（金）

3歳児健診 平成18年 7月生まれの幼児

8 月 5 日（水）

8月26日（水）

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

黒磯保健センター

西那須野保健センター

内 容

がん検診（胃・
肺・大腸・前立
腺・子宮・乳）
骨粗しょう症検
診
特定健診

ところ

黒磯保健セン
ター
西那須野保健
センター
B&G海洋セン
ター

とき

26日（水）

31日（月）

9月 1日（火）

男女
の日
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新生児助産師訪問事業

生後おおむね 2カ月以内の赤ちゃんと母親を対象に、
助産師などによる家庭訪問を行っています。
内 容 赤ちゃんの体重、母乳のこと、育児アドバ

イスなど
※電話での申し込みも可能です。
申し込み・問い合わせ 各保健センター

母親学級（予約制）

と き 8 月 3 日（月） 午後 1時30分～ 3時30分
受け付け：午後 1時～ 1時30分

と こ ろ 黒磯保健センター
対 象 妊娠している人およびその家族
内 容 元気な赤ちゃんを育てるために（育児編）
そ の 他 母子健康手帳を持参してください
申し込み・問い合わせ 各保健センター

子育て中のお母さんや子どもたちの交流の場として、
気軽に利用してください。
※保育園で実施する場合、保育園の都合で実施日が変更
になる場合があります。

8月の子育てサロン

●黒磯地区
問い合わせ（�0287）

子育て相談センター（64）3724

たかはやし保育園 （68）0025

友里かご保育園 （62）1116
※実費負担で各種教室を開催。

●西那須野地区
問い合わせ（�0287）

子育て相談センター（64）3724

三島公民館 （36）8531

西那須野公民館 （36）1143
※参加費100円が必要。

ほし保育園 （37）0614
※内容により実費負担あり。

●塩原地区
問い合わせ（�0287）

ひまわり保育園 （35）2226

子育て相談センター（64）3724

ところ

稲村公民館

いきいきふれあい
センター

たかはやし保育園

友里かご保育園

ところ

西那須野
保健センター

健康長寿センター
教養講座室（和室）

大山公民館

狩野公民館

西公民館

三島公民館

西那須野公民館

ほし保育園

ところ

ひまわり保育園

ハロープラザ

時 間

午前10時～11時30分

午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

午前 9時～正午

午前10時～11時30分

時 間

午前 9時30分～
11時30分

午前 9時30分～
11時30分

午前 9時30分～
11時30分

午前 9時30分～
正午

午前 9時30分～
11時30分

時 間

午前１０時～正午

午後 1時～ 3時

午前 9時30分～
11時30分

期 日

24日（月）

毎週月～金曜
※13・14日は休み。

毎週水・金曜
※14日は休み。

毎週木曜

期 日

5 日（水）、10日（月）、
12日（水）、19日（水）、
20日（木）、27日（木）、
28日（金）、31日（月）

7日（金）、21日（金）、
26日（水）

26日（水）

3日（月）、17日（月）

毎週火曜

7日（金）、21日（金）

28日（金）

毎週火・水・木曜
※13日は休み。

期 日

毎週月・水・金曜
※14日は休み。

毎週水曜
※ 0歳児のみ要予約。

6日（木）

名 称

かるがもサロン

なかよしひろば

にこにこ広場

子育て支援室
「もこもこ」

名 称

子育てサロン

たんぽぽ

にこにこルーム

子育てサロン

子育て支援・にじ

名 称

子育てサロン

子育てサロン

平成21年 7月20日号２１
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・
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財
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守
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警
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方
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力
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・
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間
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人
の
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守
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ス ポ ー ツ 振 興 課

西那須野庁舎内 �0287（37）5439
FAX0287（37）5479

第 4回那須塩原ハーフ
マラソン競技役員
ボランティア募集

那須塩原市ハーフマラソン実行委
員会では、大会運営のためのボラン
ティアスタッフを募集します。
と き 11月 3 日（火・祝）
ところ 市内マラソンコース
内 容 マラソン大会の運営補助

（走路員・給水など）
その他 スタッフジャンパーおよび

昼食を支給します
問い合わせ
■西スポーツ振興課

第5回那須塩原市ソフト
バレーボール中期大会

【大 会】
と き 8 月17日（月）、21日（金）

午後 7時
ところ 塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター

体育館アリーナ
参加資格 市民
参加費 協会加入チーム 無料

協会未加入チーム
1チーム3,000円

種 目（グループリーグ戦）
トリム：年齢制限なし男女各４人
レディス：女性のみの 8人以内の
チーム

【代表者会議】
と き 8 月 7 日（金）

午後 7時30分
ところ 塩原B&G海洋センター

会議室
申込期限 8 月 3 日（月）
申し込み・問い合わせ
那須塩原市ソフトバレーボール協
会 室井ト代子 �090（3243）1536

三 島 公 民 館

東三島6‐337 �0287（36）8531
FAX 0287（36）8532

初心者のための
オカリナ教室参加者募集

初心者の人でも手軽に覚えること
ができるオカリナで、なつかしの童
謡、唱歌を演奏してみませんか？
と き 9 月 1 日（火）・15日（火）、
10月 6 日（火）・20日（火）、11月17
日（火）・20日（金）、12月 1日（火）・
15日（火）

午後 1時30分～ 3時
ところ 三島公民館
対 象 一般市民
定 員 15人
参加費 9,000円（オカリナ・譜面台
代実費）
※オカリナ・譜面台をお持ちの人は、
申し込み時にお申し出ください。
内 容 初心者対象のオカリナ教室
講 師 貝塚美智子氏
申込開始 8 月 1 日（土）
申し込み・問い合わせ 三島公民館

西 那 須 野 図 書 館

あたご町2‐3 �0287（36）6001
休館日：月曜、祝日

子どものつどい

子どものつどいとして、夏休み期
間中にさまざまな催しを行います。

①と き 7 月31日（金）
午後 2時30分～ 3時35分

内 容 絵本をのせたキャラバン
カーの自由見学、楽しい絵本の
読み聞かせ ほか

②と き 8 月 2 日（日）、23日（日）
午後 2時～ 2時30分

内 容 紙しばい会
③と き 8 月 8 日（土）、22日（土）

午後 2時～ 2時30分
内 容 おはなし会（絵本の読み
聞かせ）

【共通項目】
ところ 西那須野図書館
参加料 無料
その他 幼児は保護者同伴
問い合わせ
西那須野図書館

7月31日（
金）は

キャラバ
ンカーが

やって来
る！

ミニ
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問い合わせなど

●行政相談
国、県、市など行政の仕事に対する
意見や要望
■本秘書課 �0287（62）7109
●人権相談
人権保護などに関する相談
■本社会福祉課 �0287（62）7135
■西保健福祉課 �0287（37）6231
■塩市民福祉課 �0287（32）2988

社会福祉協議会黒磯支所
�０２８７（６３）３８６８
社会福祉協議会本所（西那須野）
�０２８７（３７）５１２２
社会福祉協議会塩原支所
�０２８７（３２）５２１６

社会福祉協議会黒磯支所
先着18人 �０２８７（６３）３８６８

社会福祉協議会本所（西那須野）
先着18人 �０２８７（３７）５１２２

社会福祉協議会塩原支所
先着 9人 �０２８７（３２）５２１６

高齢者や障害者の権利侵害に関する相談
社会福祉協議会本所（西那須野）
�0287（38）1161
小・中学生や青少年に関する相談
■西青少年センター �0287（37）5925
いじめ、不登校など学校生活で悩みを抱
える児童・生徒・保護者に関する相談
■西学校教育課 �0287（37）5349
児童生徒サポートセンター（ふれあい）
�0287（63）8526
あすなろ
�0287（36）6989
０～１８歳の子どもの悩みに関する相談
子育て相談センター �0287（64）3724

商品の購入、サービスの利用、契約に
関するトラブル、多重債務など、消費
生活全般に関する相談
※予約は前日まで。
消費生活センター �0287（63）7900

■本生活課 �0287（62）7127

事業主や勤務者が対象
※相談日の 2日前までに予約。
県社会保険労務士会 �028（647）2028

県宅建協会県北支部 �0287（62）6677

精神科医師、保健師によるこころの相談
県北健康福祉センター
�0287（22）2259

各種相談 ※すべて無料です。

ところ

いきいきふれあい
センター 2階

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター
2階 娯楽室

ゆっくりセンター

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター
相談室

ゆっくりセンター

いきいきふれあい
センター 2階

健康長寿センター

ゆっくりセンター

健康長寿センター

青少年センター
（■西生涯学習課内）

■西学校教育課

黒磯地区
ふれあい

西那須野・塩原地区
あすなろ

子育て相談センタ
ー

消費生活センター

西那須野庁舎
108会議室

ハロープラザ

本庁舎203会議室

県社会保険労務士
会館（宇都宮市）

県不動産会館県北
支部（黒磯文化会館前）

県北健康福祉セン
ター

と き

人権相談
8 月 6 日（木） 午前10時～午後 3時

行政相談
8 月19日（水） 午前10時～午後 2時

人権相談・行政相談・移動県民相談
8 月20日（木） 午前10時～午後 3時

人権相談・行政相談
8 月25日（火）午後 1時～ 4時

毎週月曜（祝日の場合は翌日）
午後 1時～ 4時

8月11日（火）・25日（火）
午後 1時～ 4時

8月25日（火）
午後 1時～ 4時

9月 1 日（火） 午後 1時～ 4時

9月 5 日（土） 午後 1時～ 4時

8月28日（金） 午後 1時～ 4時

8月27日（木） 午前10時～正午

月～金曜 午前 9時～午後 4時

月～金曜 午前 8時30分～午後 5時

児童生徒サポートセンター
適応指導教室
月～金曜 午前 9時～午後 4時

月～金曜 午前 8時30分～午後 5時

月～金曜
午前 8時30分～午後 5時

8月14日（金）・28日（金）
午前10時～午後 3時

8月20日（木）
午前10時～午後 3時

8月25日（火） 午前10時～午後 3時

8月 5 日（水）・19日（水）
午後 1時30分～ 4時30分

8 月21日（金） 午前10時～正午
午後 1時～ 3時

8月 5 日（水） 午後 1時～ 3時

常
設

巡
回

相談名

行 政 相 談
人 権 相 談
移動県民相談

ふれあい相談

（悩みごとや心
配ごとの相談）

弁護士による
法 律 相 談
予約制

（8月 3日（月）
から受け付け開
始）

法律・福祉に関
する弁護士相談
予約制

少 年 相 談

教 育 相 談

子育て相談
家庭児童相談

消費生活相談

巡回相談は予約制

交通事故相談

労働社会保険
に関する相談
予約制

不動産相談

精神保健福祉
クリニック
予約制

平成21年 7月20日号２３

■本
本
庁
舎

■西
西
那
須
野
庁
舎

■塩
塩
原
庁
舎



な
じ
み
庵
と
は

地
域
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
介
護

予
防
と
、
街
中
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
市

街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
行
政

（
県
・
市
）と
市
民
が
協
働
で
平
成
１７
年
、
太

夫
塚
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

地
域
の
誰
も
が
集
え
る
憩
い
の
場
、
世
代

間
交
流
や
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
見
つ
け

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
、
街
中
の
「
縁
側
」。

誰
も
が
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
、
自
分
の
居
場

所
を
見
つ
け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
場
所
で
す
。

働
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

人
と
関
わ
る
仕
事
が
好
き
な
の
で
介
護
・

高
齢
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、

な
じ
み
庵
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
平

成
１８
年
）
し
た
時
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

な
じ
み
庵
で
は
ど
の
様
な
活
動
を

な
じ
み
庵
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
袋
さ

ん
達
の
作
る
「
お
袋
の
味
ラ
ン
チ
」
が
日
替

わ
り
で
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

や
踊
り
の
会
な
ど
多
く
の
自
主
活
動
と
、
高

齢
者
が
持
つ
知
恵
や
技
を
生
か
し
・
伝
え
る

「
伝
習
会
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
多
種
多
様
な
活
動
は
、
会
員
さ
ん
を

中
心
に
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
」「
こ
れ
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
声
が
上
が
り
、
徐
々
に

増
え
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
な
じ
み
庵

で
皆
さ
ん
の
こ
の
「
思
い
」
を
受
け
取
り
、

つ
な
ぐ
役
と
な
り
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
働
く
魅
力
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
素
敵
な
能
力
を
お

持
ち
で
「
な
じ
み
庵
に
来
る
と
ホ
ッ
と
す
る

よ
」「
こ
ん
な
良
い
所
は
な
い
よ
」
と
声
を
掛

け
合
い
、
互
い
に
心
を
開
き
語
り
合
う
仲
に

な
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
自
ら
が
活
動

す
る
「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
居
る
が
い
づ
く

り
」
の
場
で
、
お
互
い
を
優
し
く
支
え
あ
い

力
を
発
揮
さ
れ
る
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
大
変
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

今
後
は

高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も

地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
お
互
い

様
の
支
え
あ
い
の
場
と
し
て
、
会
員
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
大
切
な
時
間
を
共
有
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
１６
年
に
策

定
さ
れ
た
「
新
市

建
設
計
画
」
の
主

要
道
路
の
一
部
と

し
て
現
在
金
沢
高

阿
津
地
区
農
道
整

備
事
業
が
進
行
中

で
す
。

こ
の
農
道
整
備
は
一
級
河
川
箒
川
に

よ
り
分
断
さ
れ
た
地
域
の
交
通
の
利
便

性
と
農
業
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
今
そ
の
箒
川
に
橋
が
架
け

ら
れ
、
地
域
住
民
は
開
通
の
日
を
熱
い

ま
な
ざ
し
で
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
橋
は
「
県

営
ふ
る
さ
と
農
道

緊
急
整
備
事
業
金

沢
高
阿
津
地
区
橋

梁
」
と
し
て
新
設

さ
れ
、
全
面
開
通

は
平
成
２３
年
度
の

予
定
。
今
年
度
は

鋼
橋
床
版
工
事
が

始
ま
り
、
開
通
す

れ
ば
、
箒
根
地
区

内
を
流
れ
る
箒
川

に
架
か
る
橋
と
し

て
は
、
３
番
目
の

橋
と
な
り
ま
す
。

現
在
こ
の
橋
の

せ
き
ば

う

つ

の

上
流
に
は
堰
場
橋
、
下
流
に
は
宇
都
野

橋
が
あ
り
、
そ
の
中
間
に
ぜ
ひ
も
う
一

本
金
沢
と
高
阿
津
地
区
を
結
ぶ
連
絡
路

を
と
い
う
の
は
、
地
区
住
民
の
長
年
の

夢
で
も
あ
り
ま
し
た
。

か
つ
て（
昭
和
２０
年
〜
３０
年
頃
）、
こ

は
し
ば

の
辺
は
橋
場
と
い
わ
れ
、
春
と
秋
に
は
、

住
民
の
手
に
よ
っ
て
土
や
材
木
の
橋
架

け
・
橋
外
し
の
作
業
が
行
わ
れ
、
橋
の

無
い
季
節
に
は
、
歩
い
て
渡
る
川
越
し

も
余
儀
な
く
さ
れ
た
所
で
あ
る
と
い
い

ま
す
。

い
よ
い
よ
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
橋
梁

開
通
が
具
体
化
さ
れ
、
将
来
４
０
０
号

へ
と
続
く
ル
ー
ト
開
発
も
、
地
域
住
民

と
し
て
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
新
橋
周
辺
は
、
旧
塩
原
町
の
記

念
事
業
で
植
え
ら
れ
た
桜
の
若
木
が
、

農
作
業
を
応
援
す
る
か
の
よ
う
に
ほ
つ

ほ
つ
と
薄
紅
を
染
め
、
ま
た
は
る
か
に

那
須
連
山
の
雄
姿
を
見
渡
せ
る
絶
好
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
環
境
保
全
運
動
に
も
支
え
ら

れ
、
ほ
た
る
も
楽
し
め
る
箒
根
の
里
に

一
日
も
早
い
開
通
が
待
た
れ
ま
す
。

将
来
は
、
県
道
矢
板
那
須
線
か
ら
黒

磯
田
島
線
ま
で
を
結
ぶ
広
域
的
な
連
絡

路
と
な
る
夢
の
続
き
も
ま
た
早
く
見
た

い
も
の
で
す
。

〈
佐
藤
・
和
氣
〉
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開
通
待
た
れ
る
金
沢
高
阿
津
橋

問い合わせ
■本秘書課
�0287（62）7109

甘梅漬け伝習会の講師（会員：
写真右）と共に、今年の地元の
梅をチェック。

ほ
り
う
ち

よ
う

こ

堀
内

陽
子
さ
ん

（
槻
沢
在
住
）

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

集
え
る
街
中
サ
ロ
ン�
な
じ
み
庵
�。
こ

こ
に
『
居
る
が
い
』
を
み
つ
け
た
皆
さ

ん
と
一
緒
に
過
ご
す
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
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